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足立区ユニバーサルデザイン推進会議 会議概要 

会 議 名 第４０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

事 務 局 
都市建設部都市建設課、ユニバーサルデザイン担当課、 

総務部総務課、福祉部障がい福祉課 

開催年月日 令和７年６月１２日（木） 

開 催 時 間 午後２時２８分 ～ 午後３時３４分 

開 催 場 所 足立区役所中央館 ８階 特別会議室  

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

山田 あすか 委員 

署名委員 

落合 正行 委員 
内藤 久子 委員 

田中 光義 委員 金子 孝一郎 委員 長澤 陽子 委員 

田中 功一 委員 槇野  浩 委員 金井 秀之 委員 

猿田  純 委員 鈴木 理恵 委員 渡邊 裕介 委員 

都市建設部長 

真鍋  兼 委員 

多様性社会推進課長 

鈴木 淳子 委員 

障がい福祉課長 

長門 忠雄 委員 

欠 席 者 

   

   

関係区職員 

事 務 局 

ＵＤ担当課長 

安岡 毅 

ＵＤ担当係長 

辻井 隆伸 

ＵＤ担当 

薄井 風弥 

ＵＤ担当 

本澤 優太 
  

資 料 

 

       第４０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議の開催について 

       第４０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議次第 

       第４０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議座席表 

・資料１   令和７年度足立区ユニバーサルデザイン推進会議委員名簿 

・資料２   足立区ユニバーサルデザイン推進計画の概要・改定について 

・資料３   第３９回足立区ユニバーサルデザイン推進会議議事録 

・資料４   令和７年度の年間スケジュール（案） 

・資料５   令和６年度実施事業の評価方法（案） 

・資料６－１ 令和６年度実施事業の個別施策及び評価候補一覧表 

・資料６－２ 区が実施する個別施策の評価結果の年度別推移一覧表 
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・資料７   評価部会名簿（案） 

・資料８   施策評価要領（案） 

・資料９   施策の事前評価 記入表（案） 

補足資料   本日の到達目標と今後の予定（骨子） 

 

そ の 他 

 

傍聴人：有・無 （ 人） 

 

その他の参加者：有・無 
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（審議経過） 

開会 

 

○安岡ＵＤ担当課長 皆様、こんにちは。定

刻より少し前ですけれども、委員の皆様が全

員おそろいなので始めさせていただきたい

と思います。 

 本日は、お忙しい中、第４０回足立区ユニ

バーサルデザイン推進会議にご出席いただ

きまして、誠にありがとうございます。 

 私は、司会を務めます都市建設部ユニバー

サルデザイン担当課長の安岡と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

 本日の会議は、出席予定委員の全てが会場

出席となり、会場のみで開催するという形態

になっております。 

 また、会議の時間は１時間から１時間半程

度を予定しております。効率的な会議とする

ため、一部議事につきましては説明を割愛し、

配付資料の確認のみとさせていただきたい

と思いますので、ご理解のほどよろしくお願

いいたします。 

 続きまして、本日の資料確認をさせていた

だきたいと思います。 

 郵送させていただきました資料の「第４０

回足立区ユニバーサルデザイン推進会議次

第」をご覧ください。資料をお持ちでない方

はいらっしゃいますでしょうか。―大丈夫

ですね。 

 次第の下段に、資料一覧とありまして、資

料１～９までが本日の資料となります。 

 また、今回から新しく委員なられた方には

「ユニバーサルデザイン推進計画（後期実施

計画版）」も追加でお送りしております。 

 なお、席上に補足資料として「本日の到達

目標と今後の予定（骨子）」を配付させてい

ただきました。 

 本日の会議では、これらの資料をお使いく

ださい。 

 なお、不足や落丁等がございましたら、事

務局までお申しつけください。―よろしい

でしょうか。 

 続いて、皆様に２点ほどご連絡がございま

す。 

 まず、本日の会議記録作成のため、委託事

業者が会議の内容について録音させていた

だきます。併せて、本日の記録のために背後

から会議中の写真撮影をさせていただきま

すので、ご了承くださいますようお願いいた

します。 

 次に、マイクの使い方についてご案内させ

ていただきます。皆様の席上マイクでござい

ますが、手前のボタンを押していただきます

とスイッチが入り、マイクの部分が赤く光り

ます。ご発言の際にスイッチを入れて、所属・

お名前を名乗っていただき、ご発言をお願い

いたします。このとき感度が悪い場合がござ

いますので、マイクの近くでゆっくりとご発

言くださいますようお願いいたします。発言

が終わりましたら、もう一度ボタンを押して

スイッチをお切りいただきますようお願い

申し上げます。 

 続きまして、資料１「令和７年度足立区ユ

ニバーサルデザイン推進会議委員名簿」をご

覧ください。 

 今回が委員改選後、初めての推進会議とな

ります。会議時間も限られておりますので、

私から委員の皆様のお名前をお呼びいたし

ますので、恐れ入りますが、お名前を呼ばれ

た方はその場で短くご起立いただき、お座り

ください。 

 なお、名簿の太字下線のお名前の方が、今

回、新規に委員になられた方になります。 

 それでは、名簿順にお呼びいたします。 

 東京電機大学未来科学部教授、山田あすか

様。 

○山田委員 山田です。よろしくお願いしま

す。 

○安岡ＵＤ担当課長 日本大学理工学部准

教授、落合正行様。 

○落合委員 落合です。よろしくお願いしま

す。 

○安岡ＵＤ担当課長 足立区町会・自治会連

合会厚生部、内藤久子様。 

○内藤委員 内藤でございます。よろしくお

願いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 東京都建築士事務所

協会足立支部長、田中光義様。 

○田中（光）委員 田中です。よろしくお願

いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 足立区障害者団体連

合会事務局長、金子孝一郎様。 

○金子委員 金子です。よろしくお願いしま

す。 

○安岡ＵＤ担当課長 足立区女性団体連合

会常任理事、長澤陽子様。 



4 

 

○長澤委員 長澤です。よろしくお願いいた

します。 

○安岡ＵＤ担当課長 足立区商店街振興組

合連合会理事、田中功一様。 

○田中（功）委員 田中です。よろしくお願

いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 足立建設業協会幹事、

槇野浩様。 

○槇野委員 槇野でございます。よろしくお

願いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 足立区工業会連合会

参与、金井秀之様。 

○金井委員 よろしくお願いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 首都圏新都市鉄道株

式会社、猿田純様。 

○猿田委員 猿田です。お願いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 公募による区民委員

の鈴木理恵様。 

○鈴木(理)委員 鈴木です。よろしくお願い

します。 

○安岡ＵＤ担当課長 同じく、公募による区

民委員の渡邊裕介様。 

○渡邊委員 渡邊です。よろしくお願いしま

す。 

○安岡ＵＤ担当課長 続きまして、足立区職

員、都市建設部長の真鍋兼です。 

○真鍋委員 引き続きよろしくお願いいた

します。 

○安岡ＵＤ担当課長 地域のちから推進部

多様性社会推進課長の鈴木淳子です。 

○鈴木（淳）委員 鈴木です。よろしくお願

いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 福祉部障がい福祉課

長の長門忠雄です。 

○長門委員 長門です。よろしくお願いいた

します。 

○安岡ＵＤ担当課長 委員の皆様の任期は

２年間、令和９年３月３１日までとなってお

りますので、皆様、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 また、本日は、定数１５名のところ半数以

上、全員参加の１５名のご出席をいただいて

おり、会議が有効に成立していることをご報

告いたします。 

 それでは、開会に先立ちまして、本日が改

選後の初めての足立区ユニバーサルデザイ

ン推進会議となりますので、会長及び副会長

の選任を初めにお願いいたします。 

 「足立区ユニバーサルデザインのまちづく

り条例施行規則」第６条には、委員の互選に

より、会長及び副会長を定めるとなっており

ます。 

 それでは、ただいまから委員の皆様に会長

及び副会長の互選をお願いします。 

 まず、会長の選出について、どなたかご意

見がありましたらお願いいたします。 

○金子委員 金子です。 

昨年度まで八藤後先生という方が会長で

いらっしゃったのですけれども、今度、八藤

後先生じゃなくて、新しい先生が来られて、

山田先生が、たしか一緒に八藤後先生と創立

からずっとやられているのですよね。そうい

う意味では、山田先生が一番ふさわしいと思

いますので、山田先生をご推薦いたします。

以上です。 

○安岡ＵＤ担当課長 ありがとうございま

す。 

 ほかにご意見はございませんでしょうか。 

 それでは、委員の皆様にお諮りいたします。 

 ただいま金子委員から、会長に山田委員を

推薦する旨のご意見がございましたが、いか

がでございましょうか。 

（拍手） 

○安岡ＵＤ担当課長 ありがとうございま

す。 

 それでは、ご異議がないようですので、会

長には、山田委員にご就任いただくことに決

定いたしました。 

 続きまして、副会長ですが、いかがでしょ

うか。 

山田会長、お願いします。 

○山田会長 ただいまご承認いただきまし

て、私からぜひお願いしたいのが、今回新し

く来ていただきました落合先生でございま

す。 

 落合先生は、長らく会長をお務めになられ

ました八藤後先生の同僚の先生でいらっし

ゃいまして、福祉施設ですとか、コミュニテ

ィ関係の施設や政策関係についても大変幅

広く深い見識をお持ちでいらっしゃいます。

ぜひ落合先生にお願いできればと思うので

すが、いかがでしょうか。 

○安岡ＵＤ担当課長 ただいま、山田会長よ

り、副会長に落合委員の推薦がありましたが、

いかがでしょうか。 

（拍手） 

○安岡ＵＤ担当課長 ありがとうございま

す。 
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 それでは、副会長には、落合委員にご就任

いただくことに決定いたしました。 

 それでは、就任されました山田会長、落合

副会長に、それぞれご挨拶を頂きたいと思い

ます。 

 山田会長、お願いいたします。 

○山田会長 初めましての方もよろしくお

願いいたします。引き続きの方もよろしくお

願いいたします。 

 ただいま金子委員から簡単に触れていた

だきましたとおり、２０１１年からだったと

思うのですが、準備の会議が立ち上がりまし

たときから、本会に関わらせていただいてお

ります。 

 この十数年を経まして、八藤後先生と、あ

うんの呼吸のようなところでやってきたと

ころで、私もこの会にも大変思い入れがござ

いますし、毎回忌憚のないご意見を委員の皆

様から頂けるというすばらしい会議体だな

というふうに思っております。この会を自分

で引き継がせていただくことができまして

光栄です。 

 八藤後先生と同じようにというのはなか

なかまいらないかなというふうに思うので

すけれども、皆様と一緒に本会を盛り立て、

足立区の皆さんにとって、より住みやすいま

ち、まだここに住んでいない方たちにも、ぜ

ひここに来たいなというふうに思っていた

だけるようなまちづくりにつなげていけれ

ばなというふうに考えております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 山田会長、ありがとう

ございました。 

 それでは、落合副会長、お願いいたします。 

○落合副会長 どうも初めまして、日本大学

の落合です。山田会長から、直接ご指名いた

だきました。 

 足立区さんとは初めてというわけではな

くて、実は足立区内で古い木造のアパートを

改修して、そこをリノベーションしてコミュ

ニティを活性化させるということを実際に

やって、そこに現区長さんも来ていただくな

どして、かなり足立区民の方とも日頃からお

世話になっております。 

 私自身は、八藤後先生と「同僚」と言って

いたのですけれども、もともと学生時代に教

えてもらっていた先生でもあるので、いろい

ろな知恵を引き継いでやっていきたいなと

思っております。 

 専門は建築の設計とか、具体的に実務もや

っておりますので、そういった現実的な議論

というのを、ぜひしていきたいなと思ってい

ます。 

 あとは、ＵＤ（ユニバーサルデザイン）と

いうのは数十年ですけれども、今もう本当に

事業をやっていても当たり前の分野でもあ

りますので、そういった細かいこととか、大

きいことがすごく多岐にわたっていると思

いますので、そういったところの本質を見失

わないように、ぜひ皆さんと一緒に足立区で

推進していけるようなことに尽力できれば

と思っておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 落合副会長、ありがと

うございました。 

 それでは、ここからの議事の進行は、「足

立区ユニバーサルデザインのまちづくり条

例」施行規則第６条第２項に基づき、山田会

長にお願いいたします。 

 山田会長、よろしくお願いいたします。 

○山田会長 改めまして、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、最初に事務局に確認させていた

だきまして、本日の会議の到達目標を補足資

料を基にご説明をお願いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 それでは、席上配付い

たしました補足資料「本日の到達目標と今後

の予定（骨子）」をご覧ください。 

 本日の会議は、会長・副会長の選任が終わ

り、まず初めに、報告事項（１）の「ユニバ

ーサルデザイン推進計画の概要・改定につい

て」を説明いたします。 

 その後に、目標１、目標２、目標３と記載

しておりますが、これが到達目標となり、３

点あります。 

 目標１が、前回３月２７日開催された第３

９回議事録の報告、今回の第４０回の議事録

署名人の指名、今年度のＵＤ推進会議のスケ

ジュールの審議となります。 

 続いて目標２が、今年度の評価方法の審議

となります。 

 最後の目標３が、評価部会の振り分けと評

価要領の審議になります。 

 以上となります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 それでは、この目標３つということで進め

てまいりたいと思います。 
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報告事項（１）足立区ユニバーサルデザイン

推進計画の概要・改定について 

○山田会長 それでは、まず次第の３、議事

の報告事項（１）「足立区ユニバーサルデザ

イン推進計画の概要・改定について」、事務

局よりご説明をお願いします。 

○辻井ＵＤ担当係長 事務局の辻井でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 本日は、後ほど審議事項が４点ほどござい

ます。いずれもユニバーサルデザイン推進計

画、それから推進会議の進行に関する内容と

なりますので、冒頭で、推進計画とは何か、

この推進会議における委員の皆様の役割を

含めて、概要と計画改定についてお話しさせ

ていただければと思います。 

 それでは座って説明させていただきます。 

 資料２をご覧ください。本資料では、足立

区のユニバーサルデザイン推進計画のこれ

までの経緯と、今後の改定に向けた考え方に

ついてご説明しております。 

 まず、計画の理念・特徴についてですが、

障がいの有無、年齢に関わらず、全ての人が

安心して暮らせるまちの実現を目指すもの

となっております。 

ハード・ソフト両面での施策を様々な分野

別計画と連携しながら推進しており、特徴的

なのは、計画を一度策定して終わりというわ

けではなく、推進会議ですとか、この後、説

明します評価部会といったものを通じて、施

策の評価・検証・改善を繰り返すという「ス

パイラルアップ」の仕組みを取り入れている

点でございます。 

 委員の皆様には、役割ということで３点ほ

ど書かせていただいておりますが、この会議

での議論や評価を通じて、ユニバーサルデザ

イン施策の推進、特に評価部会では計画に基

づいた施策が適切に行われているかを評価・

検証していただきまして、計画の継続的な改

善に不可欠な役割を担っていただきたいと

考えてございます。 

 続いて、下のほうに書いてある「策定・改

定の歴史」についてでございますが、平成２

６年に計画が策定されまして、令和２年に改

定が行われております。 

 今回は、令和７年度・８年度の２か年をか

けて計画改定を予定しておりまして、計画期

間が令和１６年度まで延伸する予定でござ

います。 

 次のページをご覧ください。 

 「現計画の主な課題」というところでござ

いますが、まず１点目として、評価結果が施

策改善にどうつながっていくかというのが

分かりにくい点がございます。 

 ２点目としては、委員の皆様の評価の作業

の負担が大きい点がございます。 

 ３点目としましては、施策の指標の妥当性

の検証というのが求められている点などが

挙げられています。 

 今回、推進計画の当初策定から１０年を超

えるノウハウが委員の皆様のおかげで蓄積

されたこともございますので、今後は重要度

に応じたメリハリとスピードアップを図り、

分かりやすさと重点項目の設定、そして不足

する取組の実施、これらを目指した改定を模

索してまいりたいと思います。 

 下のほうにはユニバーサルデザインとバ

リアフリーの関係についても触れてござい

ます。 

 簡単に申し上げますと、ユニバーサルデザ

インは最初から障壁をつくらないデザイン、

バリアフリーというのは既存の障壁を取り

除くことに主眼がありますが、近年はユニバ

ーサルデザインの理念に近づいている状況

がございます。両者の施策が重複している点

がありまして、今後は情報共有・連携の一元

化が課題となっていくと考えております。 

 それでは次のページをご覧ください。 

 計画の改定の進め方でございます。それか

らスケジュール案も併せてお示してござい

ます。 

 令和７年度、今年度は現状分析や意識調査

（アンケート・ヒアリング）といったものを

実施して、改定の方針を整理してまいりたい

と思います。 

 令和８年度、来年度になりまして、計画の

骨子・素案の原案の作成を進めてまいりたい

と思います。 

 この改定には、コンサルティング委託を導

入しまして、委員の皆様をはじめ、区民の

方々、多様な方々のご意見を伺いながら検討

を進めてまいりたいと思います。 

 ここまでで説明は以上になります。よろし

くお願いいたします。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 ただいまのご説明に対して、委員の皆様か

らご意見等はございますでしょうか。 

 今までされていた方には、評価するほうも、

されるほうも、取りまとめるほうも、なかな
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か大変な労力がかかるということで、せっか

くつくっても、それを区民の皆さんが読める

だろうかというような状況でもございまし

たので、我々としても、評価の効率といいま

すか、的確な評価を負担が少ない形で行い、

その結果を区民の皆様にお戻しし、政策等へ

の反映もスムーズにできればということを

今ご提案いただいたというふうに考えてお

ります。 

本件はいかがでしょうか。 

 真鍋委員、今何か言おうとされていました

か。 

○真鍋委員 都市建設部長の真鍋でござい

ます。 

 会長とは長くやらせていただいて本当に

ありがとうございます。この場を借りて厚く

御礼申し上げます。 

 初期の段階で、私もこのユニバーサルデザ

インには携わらせていただいています。その

ときは、正直、もともとあまり長く携わるつ

もりはなかったのですが、足立区のまちづく

りの一環で、このユニバーサルデザインとい

うのが取り上げられています。 

 実は、私はどちらかというと都市計画・ま

ちづくりをずっと長くやってきた人間です

ので、当然まちづくりの中には、箱物を造る

ということも当然重要ですけれども、やはり

ソフトの面も、人が主役ではないですけれど

も、人に対してのアプローチも要るというこ

とで、実は自治体の中でも珍しいと言っては

変ですけれども、まちづくり条例をつくって

おります。 

 実は、「ユニバーサルデザインのまちづく

り条例」という名前になっていますので、名

は体を表すではないのですが、そういったユ

ニバーサルデザインの観点を入れたまちづ

くりをしていきましょうねということで、先

生方、また委員の皆様のご理解を頂いて、何

とかここまでやってきたと思います。 

 手前みそになってしまうかもしれません

が、かなり足立区のユニバーサルは進んでい

ると思います。そこで一旦立ち止まったとき

に、私も改めて都市建設部長という職で、こ

の仕事に携わっておりますけれども、この計

画自体がシンプルかつ分かりやすくしない

と区民の方に反映できませんよねと。自分た

ちが悩みながらやっているのも変な話なの

で、であるならば、やること自体もう分かっ

ているので、その中でも濃淡をつけてご審議

を頂いて、延ばすところを延ばすし、直すと

ころは直すというような観点から、今事務局

からご説明あったとおりのことで、私もこの

進め方については非常に賛同させていただ

きますので、ぜひ委員の皆様もご理解いただ

きたいと思います。 

以上でございます。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 では、委員の皆様よろしいでしょうか。

―ありがとうございます。 

 

審議・承認事項（１）第３９回開催結果の報

告と第４０回議事録の署名人について 

○山田会長 次に、審議・承認事項に入りま

す。 

 第３９回ユニバーサルデザイン推進会議

の開催結果の報告になります。資料３をご覧

ください。 

 今回、時間短縮のために説明は割愛でよろ

しいかというふうに聞いておりますので、委

員の皆様はご一読いただきまして、ちょっと

これは違うのではないかなというところが

ありましたら、後ほどご指摘をお願いいたし

ます。 

 続きまして、本会議の議事録の署名人につ

きまして説明申し上げます。 

 足立区ユニバーサルデザインのまちづく

り条例施行規則第１０条に、「推進会議の議

事録を作成し保存すること、また議事録は会

長及び会長が指名する委員が署名すること」

と定められています。 

 つきましては、本日のユニバーサルデザイ

ン推進会議の議事録の署名人について私か

ら指名をさせていただきたいと思います。 

 本日の議事の署名人につきましては、早速、

落合副会長にお願いし、私と落合副会長とで

務めさせていただきたいと思います。よろし

ゅうございますか。お願いします。 

○落合副会長 よろしくお願いします。 

 

審議・承認事項（２）今後のスケジュールに

ついて 

○山田会長 それでは、次に議事、審議・承

認事項（２）の「今後スケジュールについて」

となります。事務局よりご説明をお願いしま

す。 

○安岡ＵＤ担当課長 資料４「令和７年度年

間スケジュール（案）」をご覧ください。 

 具体的な流れとしまして、４月から６月に
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かけて各所管課がＵＤ施策の自己評価を行

い、事務局で報告書をまとめます。そして、

７月・８月頃に委員の皆様に自己評価報告書

をお渡しし、「事前評価」をお願いします。

その後、９月・１０月頃に委員による「評価

部会」を実施し、各所管からのヒアリングを

行います。 

 評価部会は、ソフト部門とハード部門に分

かれ、それぞれ別の日に実施する予定です。

その後、事務局で結果を取りまとめ、１２月

頃の第４１回推進会議で評価結果を報告し、

ご確認いただく流れとなります。また、翌年

３月頃には第４２回推進会議を予定してお

ります。 

 そのほか、上の表の一番下の欄に記載のと

おり、今年度と来年度にかけて、「ユニバー

サルデザイン推進計画の改定作業」を進めて

いきます。 

 下の表には、委員の皆様に出席いただく４

つの会議の内容を記載しております。 

 次に、資料４の裏面には、別の協議体で行

っております「足立区バリアフリー地区別計

画（竹の塚周辺地区）の策定スケジュール

（案）」を参考に記載しております。 

 この計画は、特定の地域を指定し、道路、

公園、建物など、まち全体のバリアフリー化

を面的・一体的に進めるものです。 

 足立区では１０地区を指定しており、今回、

令和７年度・８年度の２年間をかけて、７地

区目となる竹の塚周辺地区の策定を予定し

ております。 

 ＵＤ推進会議の委員の皆様にも、まち歩き

点検やパブリックコメントなどでのご協力

をお願いする場合がありますので、ご参考と

して記載いたしました。 

事務局の説明は以上となります。 

○山田会長 ありがとうございました。 

 今後のスケジュールについてですが、何か

委員の皆様から、ご質問・確認事項等はござ

いますでしょうか。―よろしゅうございま

すか。ありがとうございます。 

 

審議・報告事項（３）令和６年度実施施策・

事業の評価方法について 

○山田会長 それでは、こちらはご了承いた

だいたものとして、審議・承認事項（３）に

移ります。 

 「令和６年度実施施策・事業の評価方法に

ついて」です。事務局よりご説明をお願いし

ます。 

○安岡ＵＤ担当課長 資料５「「令和６年度

実施事業」の評価方法（案）」をご覧くださ

い。 

 今年度評価施策は、前年度の評価対象であ

った１４施策を原案として、委員の皆様で協

議し、選定していただきたいと思います。 

 この１４施策は推進計画の１３の施策群

の中から、「対象者もしくは利用者が多い施

策」、または「区主体の事業の範囲（区事業

費）が大きい施策」のいずれかを満たし、直

接的な影響が大きいと考えられる施策を一

つずつ選出したものです。 

 ただし、施策４－（２）の「だれにでも伝

わる情報を作成・発信する」については、評

価５が続き、評価部会でも意見があまり見込

まれないため、自己評価のみとし、委員評価

対象からは除外しました。これに委員が評価

することが適当として選出した２施策を追

加いたしました。 

 評価方法は、主にハード面に関する施策を

担当する「第一評価部会」と、主にソフト面

に関する施策を担当する「第二評価部会」に

分かれて、事務局を通じて評価・意見交換を

実施します。 

 続いて、資料６-１をご覧ください。「令

和６度実施事業の個別施策及び評価候補一

覧表」です。 

 黄色の網かけが、昨年度、委員が評価した

施策、つまり今年度の委員評価の原案となる

施策を示しております。 

 続いて、資料６－２ですけれども、こちら

は評価結果の年度別推移を記載した表で、こ

れまでの評価の傾向をお示ししております。 

 今回は、昨年度の評価対象施策を原案とし

て、委員の皆様で削除や追加の議論を行い、

今年度評価する施策を決定したいと考えて

おります。 

 事務局の説明は以上となります。 

○山田会長 ご説明ありがとうございます。 

 ただいま事務局より提案がございました。

昨年度の評価対象を原案としまして、削除や

追加して選定するという方法について、よろ

しいでしょうか。―ありがとうございます。 

 それでは具体的なお話に進みましょう。 

 評価施策の選定を行います。委員の皆様で、

これを追加したほうがいいですとか、これは

今はいいんじゃないかというようなご意見

がございましたら、お願いしたいと思います。 



9 

 

 資料６－１をご覧いただきまして、お気づ

きの点等ございましたらお願いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 事務局です。 

 ちなみに委員の方が選定した施策が１－

（２）－②「児童・生徒への国際理解教育の

推進」と、もう１点が「くらしづくり」にあ

ります２－（３）－②「ユニバーサルデザイ

ン製品の開発支援」が委員の要望で追加した

施策になっております。 

 また、昨年度、除外してもいいといった施

策が、下のほうの「しくみづくり」４－（２）

－②「わかりやすい表現による印刷物の作成」

が、もともとは評価対象になっていたのを削

除したという形になります。 

○山田会長 削除の理由もいいですか。 

○安岡ＵＤ担当課長 評価がよかったので、

特に評価する必要がないのではないかとい

う前回の意見で省略したという形になりま

す。 

○山田会長 そうですね。何年もわたって評

価をしているのですが、例年大変よい評価を

得ていると。ですので、これは外部評価の必

要は高くないという判断になったというこ

とでございます。 

 もう一度、追加したところの確認をよろし

いですか。ナンバーだけでいいです。 

○安岡ＵＤ担当課長 追加が「ひとづくり」

の１－（２）－②「児童・生徒への国際理解

教育の推進」、もう一つが、２の項目の一番

下の２－（３）－②「ユニバーサルデザイン

製品の開発支援」が委員からの選定で選ばれ

た施策になります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。 

○渡邊委員 区民委員の渡邊と申します。改

めまして、よろしくお願いいたします。 

 初めてなのでなかなかうまくしゃべれな

いかもしれないのですけれども、よろしくお

願いいたします。 

 私のほうから、３－（３）－③「イベント

会場等のユニバーサルデザインの推進」を提

案させていただきたいと思っています。 

 私の関わっていた経緯としては、所属して

いるＮＰＯ法人がユニバーサルイベント協

会というところで、多種多様な人が参加でき

るようなイベントをやりましょうという推

進をもともとやっているＮＰＯにいまして、

そういう活動もずっとしてきました。 

 今回ちょっと足立区さんに、私が住んでい

るので何かできないかなと思って今回区民

委員に応募させていただいたのですけれど

も、イベントは生活には直接関係ないんだけ

れど、いろいろな人が、集まっていろいろな

ことが起きて、イベントが終わったら撤収す

るのですけれども、やるだけじゃなくて、や

ったときに起きたいろいろな問題とか課題

とかは、結構まちづくりとか日々の生活に生

かせることが多いよねというのを経験則的

に持っていて、先ほどのＰＤＣＡのサイクル

の「プラン・ドゥ・チェック・アクション」

のところでいったら、結構短いスパイラルで

いろいろなことが起きるので、何年もかけて

評価するものというよりは、短期間ですごく

いろいろな知見が得られるという意味では、

評価としてやっても、区がやっているイベン

トという形になれば、時期も大体決まってい

ますし、評価しやすいポイントが多かったり、

得られるものが多いんじゃないかなと思い

ましてご提案させていただきました。 

以上です。 

○山田会長 ご意見ありがとうございます。 

 オリンピックとか、万博とか、そういった

ことをきっかけにものごとが進むというの

もありますし、今おっしゃっていただいたよ

うに、短期スパンでいろいろ実験的なことが

できるというところも、イベントに着目する

理由として、ご説明いただいたとおり適切か

と思います。 

 ちょうどご専門といいますか、ご経験を生

かせることも縁があってすばらしいかなと

いうふうに私は思います。 

 こちらを追加させていただくということ

でよろしゅうございますか。―ありがとう

ございます。 

 そうすると１つ増えたら１つ減らすとい

うのが、仕事を重くし過ぎない大事なことな

ので、そうしますと候補としましては、前回

「５」だった評価のものですね。 

 １－（２）－①「児童・生徒へのユニバー

サルデザイン教育の推進」ということで、こ

れは前回すばらしい資料もお作りいただい

て進行したところです。 

 それから４－（１）－②「区民の意見を行

政に反映させる体制の充実」ということで、

パブリックコメントを集めることなど取り

組んでおられるものです。こちらも「５」で

した。一度「５」を取られているので、この

辺りは、言ってみれば非の打ちところがない
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といいますか、そんなこともございますので、

１回お休みしてもいいのかなということか

もしれません。 

 ほかに追加するもののご提案がございま

したらお願いいたしまして、入替えの候補が

ありますよということだけ私からは今お示

しさせていただいたということでございま

す。 

○真鍋委員 あまり私がしゃべっちゃいけ

ないのですけれども。 

 これは行政に携わっているものの、皆さん

に対するお願いなのですけれども、実は行政

の中の人間は、当然やっているものだと思っ

ていて、外から見るとやっているかもしれな

いのだけれども、あまりやっていませんねと

いう。ですので、本当に市井の皆様といった

ら大変恐縮なのですが、感じ取っていて、こ

ういうところを評価したいなという目線で

見ていただけると。 

 なぜこんなことを言っているかといいま

すと、例えば都市建設部では道路とか公園管

理をしているのですけれども、当然職員の目

で見ていれば「しっかりやっていますよ」と

いうのだけれども、実は、この間あった例が、

ちょっとしたひび割れだったのですけれど

も、滑り台にひび割れがあって、役所の尺度

であれば、「これぐらいのひびは大丈夫です

よ」になるのですけれども、でも目線を変え

ると、「いや、そうじゃなくて、子どもたち

が遊ぶ滑り台に、ひびが入っているというの

はどうなんですかね」と言われてみれば確か

にそうなのです。 

なので、この推進会議のいいところは、そ

ういった忌憚ないご意見を頂いて、「そうい

う評価したほうがいいんじゃないの」と言っ

ていただけると非常にありがたいと思いま

す。 

以上でございます。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 資料６－２を見ていただくと、１回いい評

価が得られた項目を中心に入れ替えた結果

が今になっています。また年数もたちました

し、今、真鍋委員からもお話がありましたよ

うに、改めてこれは考えたほうがいいかとい

うこともあるかもしれません。ご意見を頂け

ればと思います。特に新しく入られた委員は、

「これって、どうなっているの？」みたいな

風を吹き込んでいただけますと、ありがたい

かなと思います。 

 この施策名だけ拝見している状態だと、実

際は何なのかなというイメージがつきにく

いかもしれないですが。キーワードで気にな

るものでも、ご質問を頂ければと思います。

―大丈夫そうですか。 

 それでは、事務局、１つ増えたら、１つ調

整して。 

○安岡ＵＤ担当課長 ２つ減らして。 

○山田会長 ７・７で振り分ける……。 

○安岡ＵＤ担当課長 でも構わないと思い

ますし、１つという形でも構わないです。そ

れは委員の皆様のご判断で。 

 ただ、後で部会の施策の振り分けというこ

とでソフト・ハードになるのですけれども、

大体８施策が限度ぐらいかなと思っており

ますので、８施策を超えない部会でという形

でお願いしたいなとは思っております。 

○山田会長 そうですね。なるべく負担は減

らしましょう。 

 ご提案申し上げますのは、１つ減らしまし

ょう。そのほうが、メリハリもつきますし、

一つ一つにちゃんと時間と心を砕けます。 

 さて、どちらかなというところなのですが、

「ユニバーサルデザイン教育の推進」はずっ

と頑張っていらっしゃって、とてもいい資料

もできたところなので、評価は高かったので

すけれども、それを使ってどういうふうに展

開していこうかというところは、先日の委員

会、こちらの資料にあるものです。ここのと

ころでも幾らか意見が出ておりました。少し

補足が必要かもしれないところを含めて、も

う少し見たほうがいいところもあるかもし

れないです。 

 逆に言うと、パブリックコメントのところ

は正直あまり新しいことができる要素が難

しいかなというのが、ここ数年の傾向でござ

いましたので、私の提案としては４－（１）

－②は１回お休みさせていただいて、パブリ

ックコメントを集める方法は、ＬＩＮＥを取

り入れたりとか発展させてこられたので、そ

のまま推移していただいてよいのではとい

うことで、４－（１）－②を外しまして、今

ご提案を頂きました「イベント会場等のユニ

バーサルデザインの推進」ということで３－

（３）－③を追加、こちらでいかがでしょう

か。―よろしゅうございますか。 

 ありがとうございます。 

 それでは今の話で１４の施策ということ

にさせていただこうと思います。 
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審議・承認事項（４）評価部会における委員

と施策・事業の振り分けについて 

○山田会長 では、この１４の施策のうち、

どなたがこれを担当しますよということで

振り分けをしていこうと思います。 

 事務局から提案があればお願いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 では、資料７をご覧い

ただけますでしょうか。 

 評価部会名簿（案）をご覧ください。評価

部会メンバーの振り分け案を記載しており

ます。 

 先ほど評価する施策が１４施策に決まっ

たとおりなのですけれども、第一評価部会が

主に施策番号２番と３番で始まるハード面

に関する施策。 

 第二評価部会が主に施策番号１番と４番

で始まるソフト面に関する施策となってお

ります。 

 ただ、昨年度たしか第二評価部会のほうで、

２－（３）の面については、そちらでやった

ということもありますので、そういったもの

で分けるのか、去年と同じように２－（３）

のほうについてはやるのかというのをご議

論いただければと思っております。 

事務局からの説明は以上となります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 これはこれで全然悪いことはないと思う

のですけれども、ちょっと気になりますのが、

第一評価部会と第二評価部会で男女比があ

まりよくないのかなという気がしています。 

 立場が違えば見えるものが違うみたいな

ところは、評価の体制としては大事なところ

なのかなという気もするので、そういう観点

で第一評価部会と第二評価部会の人の入替

えですとか、あるいは第二から第一に人が移

るとかでも、今、第二のほうが多いので、い

いかもしれないのですけれども、どんなこと

が考えられるのか。 

○安岡ＵＤ担当課長 委員の皆様でご議論

いただいて、納得いくような形にしていただ

ければと思っております。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 申し訳ないですけれども、女性の委員で、

第二から第一へ移ってもいいよという方は

いらっしゃいますか。 

 あるいは、公募による区民委員ということ

で、今回キャスティングされました鈴木（理）

委員と渡邊委員ですが、こちらで大丈夫そう

ですか。 

 ハード系だと、住宅の改良支援とか、移動

支援とか、この辺がハード系でよくやってい

るものです。 

 ソフト系ですと、教育の話であるとか、先

ほどの区政に反映させるとか、そういったよ

うな情報関係をソフトでやっております。 

○真鍋委員 私が提案するのも変なのです

けれども、多分私が都市建設部長だからハー

ドの第一部会に入っていると思うのですけ

れど、ちょっと発想を変えて、私がハードの

ところをやらなくてもいいので、よろしけれ

ば、鈴木課長と私が入替えさせていただいて

もいいかなと思うのですが、皆さんいかがで

しょうか。 

○山田会長 確かに。違う目線で評価いただ

くというのはありがたいですね。 

○真鍋委員 偏っちゃいけないので、少し目

線を変えるのもいいかなと。 

鈴木課長、いいですか。 

○鈴木（淳）委員 はい。 

○真鍋委員 鈴木課長も「はい」と言ってく

れていますので。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 それでは、真鍋委員と多様性社会推進課長

の鈴木委員を入替えということにさせてい

ただきまして、ほかはそのままで行きましょ

うか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、第一評価部会、第二評価部会の

組合せはこれでいいということにさせてい

ただきまして、よろしいですか。 

○安岡ＵＤ担当課長 公募区民委員の渡邊

様が第二部会ですと、１番と４番になるので

すけれども。 

 先ほどちょっと申し忘れましたけれども、

どちらの会議体に出席することも可能とな

っておりますので、特に自分の評価部会しか

審議できないのかということではありませ

ん。 

 ですので、もし違う評価部会に参加された

いという方は、事前に言っていただければ参

加することができますので、よろしくお願い

いたします。 

 ちょっと気になったのが、渡邊委員が先ほ

どご提案いただいた３－（３）－③がハード

部門になるのですけれども、どういたしまし

ょうか。 

○山田会長 「ひとづくり」が４項目ですよ
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ね。「しくみづくり」が２項目なので、「ま

ちづくり」の３－（３）－①を第二のほうに

引き取りますと、ちょうど７・７になるので、

それでいかがですか。 

○渡邊委員 分かりました。 

○安岡ＵＤ担当課長 ３－（３）－③を第二

評価部会でやるという形で、あとは柱のとお

りという形ですね。はい、分かりました。 

○山田会長 だと分かりやすいし、バランス

が取れますね。 

 ありがとうございます。そういうふうにさ

せていただくということで。 

 ほかに項目はございましたでしょうか。 

 振り分けについてのご説明は事務局から

補足があればお願いします。―いいですか。 

 ありがとうございます。それではさっくり

と来ました。 

 確認をいたします。資料７の第一評価部会

のメンバーが真鍋委員と鈴木（淳）委員を交

代、施策の担当のほうは、「ひとづくり」と

「しくみづくり」を第二評価部会、「くらし

づくり」と「まちづくり」を第一評価部会と

いうのを基本として、このうち３－（３）－

③については第二評価部会に移動。よろしゅ

うございますか。 

 ありがとうございました。 

 では、このように決定したいと思います。 

 続いて、評価部会の前に行う事前評価の資

料です。 

○安岡ＵＤ担当課長 すみません。事務局の

ほうで、施策の候補なのですけれども、「ひ

とづくり」が４施策、あと「しくみづくり」、

要するに１番と４番で、合わせると第二評価

部会が５＋１で６になりまして、第一評価部

会が「くらしづくり」と「まちづくり」にな

りますので８施策です。 

 再度確認しますと、第二評価部会が「ひと

づくり」と「しくみづくり」で６と８でいい

ですか。 

○辻井ＵＤ担当係長 事務局の辻井です。 

 ちょっと混乱しそうですので、資料６－１

をベースに説明させていただきますと、最初

に事務局の集計を申し上げますと、第一評価

部会がハード系で、いわゆる「くらしづくり」

「まちづくり」で８施策あると思います。 

 第一評価部会から説明しますと、２－（１）

①、２－（２）－①、２－（３）－①、２－

（３）－②、３－（１）－①、３－（２）－

①、３－（３）－①、３－（４）－②、この

表のとおりになって８施策というふうに考

えております。 

 続いて第二評価部会、ソフト系の事業は

「ひとづくり」の施策と「しくみづくり」の

施策で６施策だと思うのですが、順番に読み

上げますと、１－（１）－②、１-（２）－①、

１－（２）－②、１－（３）－①、それに加

えて「まちづくり」の中にある「イベント会

場等のユニバーサルデザインの推進」として

３－（３）－③。 

 そして最後に「しくみづくり」なのですが、

一番下の４－（３）－①、「しくみづくり」

の上のほうにある４－（１）－②は、今回は

対象外、自己評価のみとするということで、

整理して６施策ということになるかと思い

ます。 

 ですので、第一が８、第二が６という状況

ではあるのですが、評価委員の人数も第一が

１人多い、第二が１人少ないというところも

あるのですが、実際に皆様の作業のご負担と

か、そういったものも含めていかがでしょう

かというところで、事務局から改めてお伺い

したいなと思ってございます。 

以上です。 

○山田会長 ありがとうございます。 

ご指摘のとおりですね。１つ引取りましょ

うかね、２のほうを。 

 今までだと「ユニバーサルデザイン製品の

周知啓発」、２－（３）－①と②を第二のほ

うでしていましたよね。これを引き取ると、

逆に数の差はそのままで、ひっくり返るので

すね。 

○安岡ＵＤ担当課長 そういうことになり

ます。去年も６施策と８施策で、そういった

形でやっておりましたけれども。 

○山田会長 そうですね。この製品の話は第

二評価部会の継続の方は慣れていらっしゃ

るというか、経緯をご存じなので、そのまま

引き取れたほうがいいですかね。 

○安岡ＵＤ担当課長 分かりました。２－

（３）－①と２－（３）－②は第二評価部会

にして逆転して、第二評価部会が８施策とい

う形ですかね。 

○山田会長 そうです。 

 念のため、最初から確認していただいてい

いですか。 

○安岡ＵＤ担当課長 確認いたします。 

 第一評価部会の施策が主に２と３の施策

になるのですけれども、具体的にいいますと、



13 

 

２－（１）－①「多様な人々への移動支援」、

２－（２）－①「住宅の改良支援」。 

 続いて、３－（１）－①「安全な道路環境

の整備」、３－（２）－①「公共建築物のユ

ニバーサルデザインの推進」、３－（３）－

①「区立公園等のユニバーサルデザインの推

進」、３－（４）－②「民間建築物のユニバ

ーサルデザインの誘導」。第一評価部会が６

施策という形になります。 

 続いて第二評価部会なのですけれども、１

－（１）－②「多様な人々に対する理解の醸

成」、１－（２）－①「児童・生徒のユニバ

ーサルデザイン教育の推進、１－（２）－②

「児童・生徒の国際教育の推進」、１－（３）

－①「多様な人々への連携・支援」。 

 続いて、２－（３）－①「ユニバーサルデ

ザイン製品の周知啓発」、２－（３）－②「ユ

ニバーサルデザイン製品の開発支援」。 

 ３－（３）－③「イベント会場等のユニバ

ーサルデザインの推進」。 

 最後の４－（３）－①「効果的な防災・災

害情報等の提供」で、８施策という形になり

ます。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 では、委員の皆様、ご確認よろしゅうござ

いますでしょうか。―ありがとうございま

す。 

 では、このようにさせていただきます。 

 改めまして、資料８、９の説明のほうに移

りたいと思います。事務局、お願いいたしま

す。 

○安岡ＵＤ担当課長 最後に、委員の事前評

価記入のための資料として、資料８の「施策・

事業評価要領（案）」と、資料９の「施策・

事業の事前評価記入表（案）」の説明をさせ

ていただきます。 

 評価部会では、先ほど委員評価対象を決め

た１４施策を主にハード面に関する施策、主

にソフト面に関する施策に分け、５段階評価

を行いますけれども、その評価部会の前に委

員個々で行う事前評価を行っていただきま

す。 

 事前評価では、施策の中の各所管の個別事

業を評価し、評価部会での施策評価の基本デ

ータといたします。 

 資料８の「施策・事業評価要領（案）」を

ご覧ください。 

 事前評価では、各施策の個別事業を評価し

ていただきますが、評価資料として１ページ

目の施策・事業評価シート（１）と、２ペー

ジ、３ページ目の施策・事業評価シート（２）

をお送りします。 

 １ページ目の施策・事業評価シート（１）

では、各施策の個別事業の「事業概要」と「年

度目標及び結果」について記載しております。 

 ２ページ、３ページ目の施策・事業評価シ

ート（２）では、その各所管の自己評価を記

載しております。また、前年度、前々年度の

委員意見がどのように反映されたか記載す

る欄もございます。Ｅ列になります。 

 なお、大変申し訳ありません。黄色の表の

「Ｅ」と「Ｆ」が逆になっておりますので、

訂正をお願いいたします。皆様にお送りする

際には修正いたします。 

 ４ページ目は、３ページ目の自己評価での

参考となる行政評価についての説明をして

おります。 

 ５ページ、６ページ目は、皆様に事前評価

で記載していただく記入表（案）の説明とな

ります。 

 ７ページ目は、評価基準の説明となります。

事前評価では０．５刻みの９段階評価、評価

部会では１点刻みの５段階評価を行います。 

 最後に資料９は、この事前評価で実際に記

入いただく記入表の案となります。 

事務局の説明は以上となります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 資料を見ながらになるかと思うのですけ

れども、委員の皆様からご質問やご意見等が

あれば教えてください。 

 事務局に１つ、山田から確認させてくださ

い。 

 先ほどご説明いただきました資料２のほ

うで「中間検証・後期計画」があって、令和

８年度に第三次の改定の予定となっており

ます。どういう改定に向けての方針や意見に

ついては、この個別の施策の評価とは別にタ

イミングがございますか。 

○安岡ＵＤ担当課長 評価部会とは別の機

会に、ご審議いただこうとは思っております。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 私のほうからは、この前までの委員会での

発言として、ＰＤＣＡサイクルを回していく

ときに、チェックを今行うわけですけれども、

そのチェックの評価項目そのもののチェッ

クが必要なのではないかという意見が、毎年

一つ、二つ出ておりました。この評価をやっ

ていくことで、次に評価部会と別の場がある
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とのことですが、どういう展開を考えながら、

この評価をするんだというガイドもあった

ほうがよいのかなというふうに思いました。 

 そこで、今後の課題方針に対する委員評価

のところが一番相性がいいと思うので、ここ

のところの横に「評価項目への意見があれば、

ここに」と。評価項目だったり、評価方法だ

ったり、一言ガイドを入れていただくと、今

回の施策そのものに対する評価もなのです

が、それをどう発展させていくかというとこ

ろについても、皆様考えながら評価しやすい

のかなというふうに思います。お気づきのこ

とがあれば、ここに書いてください。そうす

れば後で集計しやすいと思います。 

○安岡ＵＤ担当課長 分かりました。会長か

ら今ご意見ありまして、評価部会には直接関

係ないというわけではないのですけれども、

評価項目を１つ追加いたしまして、改定作業

についてのご意見も伺うように、こちらのほ

うで検討させていただいて……。 

○山田会長 改定作業そのものではなく…

…。 

 ごめんなさい。どうぞ、真鍋委員。 

○真鍋委員 会長、申し訳ございません。事

務局の表現に一部誤解を招く点がございま

したので。 

 この評価があって改定作業につながりま

すので、関係ないということは絶対ありませ

んので、その点は訂正させてください。 

 各分野別計画は当然行政が持っているの

で、この話は必ず出てくるのですね。そもそ

もこの評価軸が本当にいいんですかという。

ややもすると、例えばユニバーサルでの講演

会をやりましたというのが成果だとすると

「回数を重ねればいいんですか」ということ

ではなくて、本来的には「ユニバーサルデザ

インの講演会をやったことによって、区民の

意識がどう変わったんですか」というのが評

価の軸になるはずなのですけれども、回数を

重ねればいいってものじゃない。 

 実は、このユニバーサル推進計画だけの話

じゃないんです。あまたある計画で、同じこ

と言われているのです。「説明会の回数をや

ればいいんですか」じゃなくて、「説明会を

やったことによって、区民がどういう理解を

されているのですか」というのが評価になる

はずなので。 

 ですので、今回せっかく評価していただく

ので、「こういう軸で評価したほうがいいん

じゃないですか」というご意見は次の計画に

反映できますので、ぜひそういう視点を入れ

ていただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

○山田会長 真鍋委員、ありがとうございま

す。 

 今までのやり方ですと、「実績」のところ

に、「そもそも評価手法がおかしいんじゃな

いか」と書かれたり、「効果」のところに「効

果検証を図るのが、これでいいのか」と書か

れたり、ばらばらになっていました。ですの

で、「評価項目そのものへの意見は、ここへ」

というふうにまとめていただくと、後で事務

局が集計をしたり、どういう軸で、この「５」

なり「４」なりという評価がついたのかとい

うことが分かりやすいと思います。 

 というわけで、「今後の課題・方針」のと

ころにまとめてお書きいただいて、みんなの

意見が共有しやすいように補助線を引いて

いただけたらなと思います。 

○安岡ＵＤ担当課長 分かりました。失礼い

たしました。 

 会長の仰るとおり、「今後の課題・方針に

対する委員評価」について、評価とか、今言

われたことについて記入していただくよう

な文面に変更したいと思います。 

○山田会長 ありがとうございます。私から

先に言ってしまってごめんなさい。 

 ほかに委員からご意見等はいかがでしょ

うか。―よろしゅうございますか。大丈夫

そうですか。 

 ありがとうございます。 

 そうしますと、こちらの評価表のほうのご

説明も大丈夫ですね。 

 点数刻みの注意事項についても、皆さんは

覚えていらっしゃるかどうかなのですけれ

ども、到達点なので、例えば「４」をちょっ

と超えるな、「４.２」ぐらいかな。それは

「４」よりオーバーだから「４.５」だなと

いうふうに丸はつけません。「４」まで行っ

ているなと思ったら「４」です。「４.５」ま

で行っているなと思ったら「４．５」につけ

てください。到達点です。どの点が一番近い

かなという丸めではなくて、到達のポイント

ということでつけていただく。このことの基

準を共有したいと思います。 

 私も長くやってしまって、いろいろな当た

り前がしみついてしまっています。今までご

経験いただきました委員から新委員に対し
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て、そういえばこういうことは伝えておいた

ほうがいいんじゃないかというようなこと

がございましたら、この機会にお願いをした

いのですが。―特にないですか。 

 では、新委員の方は分からないことがあれ

ば何でも事務局や我々に聞いていただいて。

ありがとうございます。 

 それでは、本日の議事について終了になり

ます。 

 司会進行を事務局にお戻しいたします。 

○安岡ＵＤ担当課長 山田会長、どうもあり

がとうございました。 

 次回の部会は９月下旬から１０月上旬に

各評価部会を開催する予定でございます。正

式な日時については、追ってご連絡させてい

ただきます。 

 本日は、委員の皆様には大変お忙しい中、

ユニバーサルデザイン推進会議にご出席い

ただきましてありがとうございました。 

 なお、車でお越しの方は駐車券をご用意し

ておりますので、お帰りの際に事務局までお

申しつけください。 

 これにて第４０回足立区ユニバーサルデ

ザイン推進会議を閉会といたします。 

 ありがとうございました 

 

閉会 


